●招待状文例

＜親の名前で出す場合＞

例１）

謹啓　陽春のみぎり、皆様にはますますご清祥の段、お喜び申し上げます

さて、このたび、○○○○様ご夫妻のご媒酌によりまして、○○長男拓海と△△長女美咲との婚約が相整い、来る○月○日（日）午後三時より、○○式場にて、結婚式を挙げる運びとなりました

引き続き披露かたがた同式場にて心ばかりの小宴を差し上げたいと存じます

ご多用中誠に恐縮ではございますが、何卒ご臨席の栄を賜りたく、謹んでご案内申し上げます

なおお手数ながらご諾否、同封のハガキにて、○月○日（○）までにご一報くださいますれば幸甚に存じます

敬具

平成○年○月吉日

○○一夫

△△次郎

例２）

謹啓　新春の候

皆様にはますますお健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます

さてこのたび○○○○様ご夫妻のご媒酌により

○○一夫 長男 拓海

△△次郎 長女 美咲

との婚約が相整い、結婚式を挙げることになりました

つきましては末永くご指導賜りたく、披露かたがた粗宴を催します

ご多用中誠に恐縮ではございますがご臨席賜りますようご案内申し上げます
敬具

日時　○月○日（日曜日）午後三時より

場所　○○式場

平成○年○月吉日

○○一夫　　△△次郎

お手数ですが○月○日（○）までにご都合のほどをお知らせください 

＜新郎新婦の名前で出す場合＞

謹啓　春爛漫の季節となりましたが、皆様にはいよいよご健勝の趣、何よりと存じ上げます

さて私どもかねて婚約中でございましたが、この春、レストラン□□でキリスト教式による結婚式を挙げ、引き続き、ささやかな宴を催すことになりました

この日を迎えることができますのは、皆様の日頃のご厚情のおかげと深く感謝しております

つきましては、ご多忙のところ、恐れ入りますが、ぜひともご出席くださいますよう、謹んでご案内申し上げます

敬具

日時　○月○日（日曜日）　午後三時

場所　レストラン□□

平成○年○月○日

○○拓海

△△美咲

お手数ですがご都合のほどを、

来る○月○日（○）までにご返送ください

例２）

拝啓　早春の候、皆様　いかがお過ごしでしょうか

さてこのたび、私たちは結婚式を挙げることになりました

つきましては、ささやかながら、パーティを催したいと存じます

お多用中、大変恐縮ではございますが、なにとぞご出席くださいますよう、お願い申し上げます

敬具

平成○年○月吉日
日時　○月○日（日曜日）午後三時より

場所　□□ホテル 鶴の間

○○拓海　　△△美咲

お手数ながら○月○日（○）までにご都合のほどをお知らせください
